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【研究動機】 

 近年、酷暑に見舞われる日本において熱中症は

重大な社会問題であり、特に運動部活動において

は早急な対策が求められている。だが、素人目で

は熱中症の判断は容易でない。 

 

【研究対象・目的】 

本研究は、主に部活でスポーツを行う大学生と

そのマネジメントする立場の人間を対象とし、専

門的な知識がなくても、熱中症の予防を支援する

システムを提案することを目的とする。 

 

【現状分析】 

熱中症の原因を調査した結果、以下の 3つがあ

ることが明らかになった。 

 
 環境情報(気温や湿度) 

 身体情報(睡眠時間、血圧、心拍数) 

 自覚症状(腹痛や二日酔いなど) 
出典:(https://www.daiichisankyo-c.co.jp/health/symptom/31_nettyusyo/) 

 

次に、熱中症対策につながる代表的な以下のア

プリをこれら三つの観点を基に、個人とマネージ

ャーそれぞれの視点から評価した。 

 

〇 熱中症警戒計(Produced by Takahiro Izaki) 

→WBGT 値を用いた熱中症対策アプリ 

ヘルスケア(Produced by Apple) 

→身体情報を取得できる健康観察アプリ 

〇 スマートウォッチ 

→身体情報を取得できるウェアラブル端末 

 
表１:既存システムの分析（個人/マネージャー） 

 環境 身体 自覚症状 

熱中症警戒計 〇/〇 ×/× ×/× 

ヘルスケア ×/× △/× ×/× 

スマートウォッチ ×/× △/× ×/× 

 

 

 

 

 

評価の結果（表 1）、以下の 3 点が明らかになっ

た。 

 
 環境情報、身体情報は自動的に所得可能 

 環境情報、身体情報、自覚症状を統合して熱中症

の予防を支援するシステムは存在しない 

 運動部活動におけるマネージャー視点で熱中症

の予防をするシステムは存在しない 

 

◆現状分析のまとめ 

現状分析から、運動部活動における熱中症対策

には、以下のような機能が必要となることが明ら

かになった。 

 
 WBGT値を主とする環境面の情報と身体面と自覚

症状からなる個人の情報が統合されている 

 瞬時に環境の状況と選手の状態を判断できる 

 

【システム提案】 

 熱中症の危険度(環境面・身体面・自覚症状)

を統合し、分かりやすく可視化して提示するこ

とで、選手の熱中症になるリスクを最大限に減

らすシステムを提案する。 

 

【システム概要】 

システムの概要を図 1に示す。 

 
➀顔アイコンと背景画像による状態可視化機能 

顔： 以下の熱中症危険度得点*に反比例して色

が暗くなる。 

→40 点で警戒アラート（選手）とアドバイス 

20 点で危険アラート（選手とマネージャー） 

雲：  湿度に比例して色が暗くなる。 

背景： 気温に比例して色が暗くなる。 

 
*熱中症危険度得点 

＝100-WBGT 値-睡眠時間-個人症状 

 

WBGT 値：注意:0,警戒:10,厳重警戒:30,危険:80 

睡眠時間：適正:0 , 1h不足:10, 2h不足:20, 3h不足:30 

個人症状：存在する場合:10 
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 ➁身体状況の可視化機能 

最高血圧、最低血圧、心拍数、WBGT 値と最高血圧

の危険ライン※をグラフ化する（図 2） 

 
※危険ライン：男性 安静時+50,女性 安静時+38 

 

図 2：身体状況の可視化 

 

マネージャー機能では、➀と➁の機能に加え、さらに

以下に示す➂の機能を追加する。 

 

➂コメント表示による自覚症状の把握機能 

選手が自覚している症状をコメントで表示する。 

 

【効果検証】 

プロトタイプシステムを大学生 18 人とマネジ

メントする職位にある幹部 4人実際に利用しても

らい、提案システムの有効性の評価を行った。 

 
表 2:効果検証の結果(５段階評価) 

提案システム有効性（個人） 4.7 

提案システム有効性（マネージャー） 4.5 

アドバイスの有効性 3.6 

 

表 2より、本システムの熱中症予防に関しての

有効性が立証されたが、アドバイス機能において

簡易的な見分け方と応急処置に際して、的確な量

でなかったためにユーザーに対して不安感を抱

かせてしまう結果となった。 

【結論】 

 環境情報や身体情報を選手やマネージャーに

理解しやすい形に可視化して提供する提案シス

テムを利用することで、熱中症に関して専門的な

知識のないユーザーでも、異常にいち早く気づく

ことができることが立証された。 

 

【今後の課題】 

 アドバイス機能の拡充が今後の課題である。具

体的な方針としては、各選手から取得した熱中症

に影響を及ぼす自覚症状からアドバイスを提供

する仕組みを検討していく予定である。 
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図 1：提案システムの概要 
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